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•地域における連携への着目

•「これからの地域福祉のあり方に関する研究
会」報告書における提案

•松江市における地域連携
•地域包括支援センターにおける連携
•日本の福祉系大学における連携教育

本報告の内容



•古くて新しい概念
•近年の動向
（各分野におけるコーディネーター）

•地域住民との連携、専門職間連携

地域における連携への注目





松江市の概要
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松江市の公民館活動
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地域包括支援センターにおける連携
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連携が推進された結果

• 縦割りの事業が横でつながり、当事者が直面する課
題の解決が早くなった。

• 透明性が高くなり、住民にとって安心をつくりだす基盤
が生まれた。

• ワーカーにとって、他者の役割が見えるようになった。

連携におけるこれからの課題
• 連携のための技術の成熟。
• 連携実践の評価方法の開発。
• 福祉系大学における連携教育。


